
令和９年度富山県公立学校教員採用選考検査 

検査内容及び評価の観点 

令和８年５月 

富山県教育委員会 

１ 第１次検査について 

検査項目 検査内容 評価の観点等 

教 養 （ Ⅰ ） 
 教職教養や、一般教養に関する基礎的知識

を問う。（60分） 
 

専門教科筆答検査 
受検種目・受検教科に関する専門的な知識・

技能を問う。（50分）※１ 
 

専門教科

実技検査 

音楽 

・課題曲 

「夏の思い出」（江間章子作詞・中田喜直作曲） 

ピアノで伴奏しながら歌う。調は指定しな

い。必要な楽譜は各自で準備すること。前奏か

ら弾き始め、１番のみ歌うこと。 歌唱力、伴奏力、 

音楽的表現力・技能 ・自由曲 

 自分の得意とする声楽曲、または器楽曲を１

曲演奏する（１～３分程度）。ただし、器楽の

場合は電子楽器以外の楽器を使用する。また、

声楽の場合は伴奏なしの独唱とする。 

美術 
鉛筆、色鉛筆（24色）を用いて、当日指示さ

れた作品を完成させる。 

創造的な技能、発想や構想

の能力、創造活動への意欲・

態度 

書道 

当日指示された「漢字の書」「仮名の書」「漢

字仮名交じりの書」などの半紙及び半切作品を

完成させる。 

用筆・運筆の技法、創造的

な表現力、目的に即した表現

力 

保健 

体育 

 マット運動、バスケットボール、バレーボー

ル、ハードル走を実施する。 

技能、身体の使い方（フォ

ーム）等 

集 団 面 接 

当日与えられたテーマについて、１グループ

(６～８名程度)で討論を行う。面接委員３名。

(30分程度) 

話し合いに対する貢献度、

社会性、論理性、話し合いに

臨む態度等 

小 論 文 

（特 別 選 考） 

当日与えられたテーマについて、自分自身の

考えを論述する。（60分） 

教職適性、人柄、文章構成、

説得力、独創性等 

個 人 面 接 

（特 別 選 考） 

志望動機や、履歴事項等に関する質疑応答を

行う。面接委員３名。(10分程度) 

 教職適性、人柄、表現力、態

度等 

※１ 中・高英語の専門教科筆答検査において、リスニングは実施しない。 



２ 第２次検査について 

検査項目 検査内容 評価の観点 

教 養 （ Ⅱ ） 
 「職務内容に係る児童・生徒への指導場面等」

に関する記述・論述問題を出題する。（50分） 

 教員としての熱意や資質、

論述内容、文章の記述の適切

さ等 

個 人 面 接 

願書記載事項等に基づいて、いくつかの質問

を行う。１分間程度の自己アピールと、受検種

目・受検教科の指導内容や指導方法に関する質

問を併せて行う。面接委員３名。（20分程度）

※２ 

教職適性、教科の指導力、

人柄、態度等 

※２ 個人面接において、模擬授業は実施しない。中・高英語は、英語での口頭試問を含む。 


